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令
和
元
年
第
４
回
愛
川
町
議
会
「
12
月
定
例
会
」
が
、
12
月
３
日
か
ら
17
日
ま
で
、
会
期
15

日
間
（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、

14
件
の
町
長
提
出
議
案
、
１
件
の
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
す
る
と

と
も
に
、
計
5
件
の
請
願
・
陳
情
を
審
議
し
ま
し
た
。  

　

ま
た
、
令
和
２
年
１
月
９
日
に
は
、
第
１
回
愛
川
町
議
会
「
１
月
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
・
同
補
充
員
の
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年第4回12月定例会日程

令和２年第１回１月臨時会日程

一
的
な
制
度
と
し
て
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
」
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

給
与
等
を
定
め
る
新
条
例
を

可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
２
年
４

月
１
日
】

◎
愛
川
町
非
常
勤
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　
「
地
方
公
務
員
法
」
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
特

別
職
の
任
用
条
件
が
厳
格
化

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
町
の

非
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て
見

直
し
等
を
図
る
一
部
改
正
条

例
を
可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

令
和
２
年
４

月
１
日
】

◎
愛
川
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
愛
川
町
一
般

議
員
提
出
議
案

議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
を
設
置

◎
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

※
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

条　

例　

議　

案

◎
愛
川
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　
「
地
方
公
務
員
法
」
等
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
一
般
職

の
臨
時
・
非
常
勤
に
係
る
統

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

人
事
院
勧
告
等
に
準
拠
し
、

一
般
職
の
職
員
及
び
特
定
任

期
付
き
職
員
の
給
与
改
定
等

を
行
う
所
要
の
一
部
改
正
条

例
を
可
決
し
た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
愛

川
町
長
等
常
勤
の
特
別
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

  （
賛
成
12
人
、反
対
３
人
）

　

一
般
職
の
職
員
に
準
拠
し

町
議
会
議
員
等
の
期
末
手
当

の
支
給
割
合
の
改
定
を
行
う

一
部
改
正
条
例
を
可
決
し
た

も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　
「
水
道
法
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
指
定
工
事
業
者
に

つ
い
て
、
新
た
に
指
定
更
新

制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
当
該
更
新
申
請
に
係

る
手
数
料
を
定
め
る
一
部
改

正
条
例
を
可
決
し
た
も
の
で

す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
地
方
公
務
員
法
」
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
消
防
団
員

の
欠
格
条
項
か
ら
成
年
被
後

見
人
及
び
被
保
佐
人
を
削
除

す
る
所
要
の
改
正
を
行
う
一

部
改
正
条
例
を
可
決
し
た
も

の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

補　

正　

予　

算

◎
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

  

歳
入
歳
出
予
算
の
そ
れ
ぞ

れ
に
４
千
５
５
７
万
４
千
円

を
追
加
し
、
一
般
会
計
の
総

額
を
１
２
６
億
６
千
１
５
万

５
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。　

　

主
な
内
容
は
、
給
与
改
定

な
ど
に
伴
う
人
件
費
や
、
防

災
資
機
材
整
備
事
業
費
の
増

額
等
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算　

（
第
１
号
）　　
（
賛
成
全
員
）

◎
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

 

（
賛
成
12
人
、反
対
３
人
）

◎
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

◎
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
　
　

  （
以
上
、賛
成
全
員
）

事　

件　

議　

案

◎
厚
木
市
と
愛
川
町
と
の
一

般
廃
棄
物
（
可
燃
性
一
般
廃

棄
物
）
の
処
理
に
関
す
る
事

務
委
託
に
係
る
協
議
に
つ
い

て◎
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合

の
規
約
変
更
に
つ
い
て

◎
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ

い
て
（
交
通
事
故
に
係
る
損

害
賠
償
）

　
　
　
　
（
以
上
、賛
成
全
員
）

月 日 曜 会 議 名 主な内容

12

3 火 本会議
請願・陳情の委員会付
託（５件）
町長提出議案の説明

5 木 本会議 一般質問（６人）

6 金 本会議 一般質問（７人）

10 火 総務建設
常任委員会

付託案件の審査、所管
事務調査

11 水 教育民生
常任委員会

付託案件の審査、所管
事務調査

17 火 本会議

町長提出議案の質疑、
討論、採決
付託案件の審査結果の
委員長報告、質疑、討
論、採決
議員提出議案の説明、
質疑、討論、採決

月 日 曜 会 議 名 主な内容

1 9 木 本会議 愛川町選挙管理委員及
び同補充員の選挙

可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ

令和2年2月15日
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●意見が分かれた議案等� ○…賛成、●…反対

議案番号

あいかわの聲 公明党 日本共産党
愛川町議員団 無所属

議決結果渡
辺　
　

基

馬
場　
　

司

山
中　

正
樹

木
下
眞
樹
子

熊
坂　

崇
徳

玉
利　
　

優

阿
部　

隆
之

茅　
　

孝
之

佐
藤　

り
え

井
出　

一
己

岸
上　

敦
子

井
上　

博
明

小
林　

敬
子

鈴
木　

信
一

小
島
総
一
郎

佐
藤　
　

茂

町 長 提 出
第 ６ ０ 号

愛川町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例及び愛川町長等常勤の特別職の給与に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

○

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ５ 号

令和元年度愛川町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 可　　決

請　　 願
第� １� 号

所得税法第５６条廃止の意見書を国に提出す
ることを求める請願書 ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● 不�採�択

陳　　 情
第 １ ０ 号

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を
求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●（
採
択
）

●（
採
択
）

●（
採
択
）

○ ○ 趣旨了承

陳　　 情
第 １ １ 号

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の
提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●（
採
択
）

●（
採
択
）

●（
採
択
）

○ ○ 趣旨了承

陳　　 情
第 １ ２ 号

安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改
善と大幅増員を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●（
採
択
）

●（
採
択
）

●（
採
択
）

○ ○ 趣旨了承

陳　　 情
第 １ ３ 号

介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国
に対し意見書の提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●（
採
択
）

●（
採
択
）

●（
採
択
）

○ ○ 趣旨了承

※陳情１０号から第１３号は、委員長報告「趣旨了承」に対する賛否です。

令和元年　第４回（12月）定例会　議決一覧表

令和２年　第１回（１月）臨時会　議決一覧表

●全会一致の議案
議案番号 案　件 議決結果
町 長 提 出
第 ５ ７ 号 愛川町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 可　　決

町 長 提 出
第 ５ ８ 号 愛川町非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

町 長 提 出
第 ５ ９ 号

愛川町職員の給与に関する条例及び愛川町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可　　決

町 長 提 出
第 ６ １ 号 愛川町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ２ 号 愛川町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ３ 号 令和元年度愛川町一般会計補正予算（第４号） 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ４ 号 令和元年度愛川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ６ 号 令和元年度愛川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ７ 号 令和元年度愛川町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ８ 号 厚木市と愛川町との一般廃棄物（可燃性一般廃棄物）の処理に関する事務委託に係る協議について 可　　決

町 長 提 出
第 ６ ９ 号 厚木愛甲環境施設組合の規約変更について 可　　決

町 長 提 出
第 ７ ０ 号 損害賠償額の決定について（交通事故に係る損害賠償） 可　　決

議 員 提 出
第� １� 号 特別委員会の設置について 可　　決

●全会一致の議案
議案番号 案　件 議決結果

ー 愛川町選挙管理委員及び同補充員の選挙について 指名推選
により選定

議員名

議案の件名

可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ



紙面の都合により、発言の一部を掲載しています。
詳しくは役場等に備え付けてある「会議録」をご覧ください。
なお、１２月定例会の会議録は、３月中には備え付けができる予定です。

（　）4

桜
台
小
沢
線
を
視
野

早
い
時
期
に
開
始
へ

町
長　

平
成
26
年
か
ら
順
次

設
置
し
、
現
在
、
町
内
全
域

で
31
基
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
稼

働
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
必
要
に
応
じ

て
増
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、

既
存
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
更
新

な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長　

避
難
者
の
傘
等
の
管

理
方
法
、
ペ
ッ
ト
同
伴
へ
の

対
応
、
体
育
館
内
の
区
画
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
高
齢
者
の

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
配
慮
、
体

育
館
入
口
・
階
段
の
ス
ロ
ー

プ
や
手
す
り
の
設
置
な
ど
、

多
く
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

対
応
可
能
な
箇
所
に
つ
い

て
は
速
や
か
に
対
応
し
、
備

品
等
で
緊
急
性
の
あ
る
も
の

は
、
補
正
予
算
に
計
上
し
ま

し
た
。
今
後
も
計
画
的
な
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

町
営
住
宅
に
つ
い
て

企
画
政
策
課
長　

交
通
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
、

大
塚
区
、
六
倉
区
及
び
春
日

台
区
に
お
住
い
の
方
を
対
象

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

都
市
計
画
道
路
「
桜
台
小
沢

線
」
の
運
行
を
視
野
に
入
れ
、

神
奈
川
中
央
交
通
と
協
議
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
申
請
等
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
運
行
を
開
始
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

今
回
の
大
型
台
風

19
号
へ
の
対
応
に
お

け
る
課
題
と
、
今
後
の
改

善
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

本
町
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
と
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

令
和
元
年
10
月
、

台
風
19
号
が
日
本
各

地
に
強
い
風
と
豪
雨
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。本
町
で
は
、

避
難
所
を
い
ち
早
く
開
設

し
ま
し
た
が
、
多
く
の
住

民
が
避
難
し
た
こ
と
で
、

今
後
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
、
更
な
る
体
制
の
強

化
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
半
原
小
学
校

の
避
難
所
開
設
に
お
け
る

課
題
と
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

路
線
バ
ス
や
、
町
内

循
環
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
い
地
域
に
対
す
る
町
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

渡辺　　基  議員

岸上　敦子  議員

台風１９号対応
課題及び改善策

防犯カメラ設置
今後の取り組み

バ
ス
未
運
行
地
域

対
応
策
に
つ
い
て

半
原
小
学
校
避
難
所
運
営

指定避難所の半原小学校体育館

町
長　

入
口
か
ら
避
難
場
所

ま
で
の
経
路
案
内
や
夜
間
照

明
の
確
保
、
避
難
者
に
対
す

る
情
報
不
足
な
ど
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

緊
急
性
の
あ
る
ろ
水
機
の

更
新
や
避
難
所
の
備
品
の
一

部
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和

元
年
12
月
の
補
正
予
算
に
計

上
し
、
次
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
計
画
的
な
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

避
難
時
の
情
報
不
足

計
画
的
に
備
品
整
備

町
内
全
域
31
基
稼
働

引
続
き
増
設
進
め
る

数
多
く
の
要
望
あ
り

速
や
か
に
対
応
す
る

可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ
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町
長　

木
材
需
要
の
低
迷
、

後
継
者
や
労
働
力
の
不
足
な

ど
、
林
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

県
が
策
定
し
た
「
か
な
が

わ
水
源
環
境
保
全
・
再
生
施

策
大
綱
」
に
基
づ
き
、
町
が

事
業
主
体
と
な
っ
て
、
毎
年

度
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
国
や
県
、
森
林

組
合
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
長　

年
金
は
、
老
後
の
生

活
を
支
え
る
終
身
の
年
金
給

環
境
経
済
部
長　

町
が
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
商
工
会
等
と

の
連
携
に
よ
っ
て
確
保
し
た

企
業
を
学
生
側
に
紹
介
す
る

こ
と
は
効
果
的
で
あ
り
、
今

後
も
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
長　

対
象
事
業
に
つ
い
て

は
、
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
29
年
度
の
開
始

当
初
は
約
40
事
業
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
、
令
和
元
年
度
に
は

約
50
事
業
に
増
や
し
て
い
ま

す
。

民
生
部
長　

健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
よ
り
魅
力
の
あ
る
事

業
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、

今
後
、
町
内
店
舗
で
利
用
が

で
き
る
商
品
券
の
導
入
に
向

け
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
森
林
の
現

状
と
、
今
後
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

年
金
は
一
元
化
さ

れ
ま
し
た
が
、
受
給

面
で
見
る
と
各
年
金
と
も

ほ
ぼ
旧
来
の
ま
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
受
給
状
況
の
方

が
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
年

金
問
題
へ
の
町
長
の
見
識

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

愛
川
高
校
に
あ
る

明
日
楓
会
に
対
し
、

町
が
若
者
と
企
業
等
の
架

け
橋
と
な
っ
て
就
労
情
報

な
ど
を
収
集
し
、
地
域
愛

を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
就

労
支
援
の
構
築
に
つ
い
て
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

　

現
在
の
愛
川
町
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に

つ
い
て
、
対
象
事
業
の
拡

大
や
、
町
商
店
会
等
と
連

携
し
て
、
魅
力
的
な
特
典

を
揃
え
、
健
康
づ
く
り
事

業
へ
の
参
加
者
を
増
や
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
町
の
商

店
で
の
消
費
の
拡
大
な
ど

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問 「
愛
川
町
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

商
店
会
等
と
連
携
し
た
仕
組

年
金
問
題
へ
の
町
長
の
見
識

国・県などと連携して整備すすめる

ポイントをためて、さらに健康に！

後
継
労
働
者
の
不
足

県
の
施
策
で
対
応
中

全
世
代
型
社
会
保
障  

若
い
世
代
へ
も
配
慮

企
業
紹
介
は
効
果
的　

さ
ら
に
連
携
を
強
化

対
象
の
事
業
を
拡
大

商
品
券
導
入
を
検
討

玉利　　優  議員

茅　　孝之  議員

町内森林の現状
今後の整備計画

若い世代へ架橋
町内就労支援へ

付
や
、
家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
場
合
に
遺
族
を
支

え
る
年
金
な
ど
、
全
世
代
型

の
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

近
年
は
、
受
給
資
格
期
間

を
短
縮
す
る
措
置
な
ど
の
改

正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
現
在
、
保
険
料
を
負
担

し
、
将
来
年
金
を
受
け
取
る

若
い
世
代
の
年
金
を
確
保
す

る
た
め
の
配
慮
も
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ
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町
長　

一
般
的
な
耐
用
年
数

で
あ
る
10
年
に
満
た
な
い
箇

所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期

間
対
応
で
き
る
舗
装
構
成
に

変
更
す
る
工
事
を
順
次
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幹
線
道

路
で
は
路
面
性
状
調
査
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
小
学

校
給
食
室
の
調
理
機
器
の
増

設
を
は
じ
め
、
給
排
水
や
電

気
・
ガ
ス
設
備
等
の
改
修
に

関
わ
る
詳
細
設
計
な
ど
、
令

和
２
年
３
月
議
会
に
関
係
予

算
を
計
上
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
中
学
校

現
場
に
お
け
る
日
課
の
見
直

し
や
配
膳
方
法
と
い
っ
た
運

営
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
実

務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
会
の
場

な
ど
を
活
用
し
、
煮
詰
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

終
活
支
援
に
つ
い
て

町
長　

一
部
の
要
援
護
者
の

意
向
に
よ
り
計
画
の
作
成
を

保
留
し
て
い
る
も
の
を
除
き
、

町
と
自
主
防
災
組
織
や
民
生

委
員
さ
ん
の
間
で
情
報
共
有

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
課
題
と
し

て
は
、
近
所
づ
き
合
い
が
希

薄
化
す
る
中
で
地
域
支
援
者

の
確
保
が
困
難
と
な
る
ケ
ー

ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

町
長　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
は
、
農
業
従
事
者

の
生
産
意
欲
の
減
退
や
、
耕

作
放
棄
地
の
発
生
要
因
に
な

る
と
と
も
に
、
生
活
被
害
も

発
生
す
る
な
ど
生
活
環
境
を

守
る
う
え
で
も
喫
緊
の
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

圏
央
道
開
通
に
よ

り
物
流
拠
点
へ
の
大

型
車
両
通
行
で
舗
装
路
盤

へ
の
影
響
が
あ
り
、
舗
装

工
事
の
考
え
方
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
の
考
え
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

次
年
度
か
ら
実
施

予
定
の
親
子
方
式
に

よ
る
、
中
学
校
給
食
開
始

に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

要
援
護
者
支
援
制

度
に
基
づ
く
、
個
別

支
援
計
画
の
策
定
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
よ
る
取
り
組
み

と
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問
今
後
の
有
害
鳥
獣
対
策

舗
装
構
成
変
更
工
事

路
面
性
状
調
査
実
施

ハ
ー
ド
面
は
予
算
計
上

ソ
フ
ト
面
は
課
題
煮
詰

組
織
間
で
情
報
共
有

支
援
者
の
確
保
困
難

安
定
的
な
捕
獲
活
動

被
害
防
止
策
を
強
化

　

本
町
は
平
成
26
年
に
鳥
獣

被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
た

こ
と
に
よ
り
、
安
定
的
な
捕

獲
活
動
の
継
続
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
鳥
獣
被
害
の
主
な

特
徴
と
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ

が
住
宅
地
に
出
没
し
庭
や
空

き
地
を
掘
り
返
す
な
ど
の
報

告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
か
ら
の

情
報
提
供
に
基
づ
く
捕
獲
活

動
な
ど
、
対
策
の
強
化
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
温
か
い
中
学
校
給
食
」

開
始
に
向
け
た
今
後
の
取
組

温かい中学校給食の実施に向けて

有害鳥獣対策に有効なわなを設置

鈴木　信一  議員

小林　敬子  議員

個別支援の計画
策定状況と課題

大型車の交通量
路盤状況に影響

令和2年2月15日 可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ
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「半原小旧郷土資料館」

避難所等に活用
校庭の排水対策

上
下
水
道
施
設
の
浸
水
対
策

町
長　

先
進
自
治
体
の
事
例

を
参
考
と
し
な
が
ら
、
貸
付

可
能
な
行
政
財
産
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
把
握
に
努
め
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
者
で
は
７
割
以
上
、

ま
た
沿
線
施
設
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
約
６
割
の
方
か

ら
肯
定
的
な
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
の
多

い
行
き
先
と
し
て
商
業
施
設

や
町
内
の
診
療
所
な
ど
、
日

常
的
に
赴
く
外
出
先
へ
の
運

行
の
充
実
に
対
す
る
要
望
の

把
握
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、「
愛
川
町
公
共
交

通
検
討
委
員
会
」
で
決
定
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
運
行

事
業
者
で
あ
る
神
奈
川
中
央

交
通
と
、
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

町
長　

旧
郷
土
資
料
館
は
、

必
要
最
小
限
の
維
持
補
修
を

行
い
な
が
ら
、
寄
贈
い
た
だ

い
た
資
料
の
保
管
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
ま
す
。

　

ま
た
、
校
庭
の
排
水
対
策

は
、
効
果
的
な
対
策
に
つ
い

て
、
費
用
面
も
含
め
調
査
検

討
し
て
い
ま
す
。

町
長　

浸
水
想
定
区
域
内
に

は
、
戸
倉
浄
水
場
と
中
津
浄

水
場
の
２
カ
所
が
あ
り
、
大

規
模
な
洪
水
が
発
生
し
た
場

合
、
戸
倉
浄
水
場
で
は
全
て

　

平
成
31
年
度
の
町

内
循
環
バ
ス
再
編
運

行
検
討
事
業
で
は
、
通
院

や
買
い
物
に
配
慮
し
た
運

行
ル
ー
ト
な
ど
の
検
討
に

必
要
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
実
施
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

拡
張
用
地
と
し
て

取
得
し
た
敷
地
の
北

側
に
建
物
を
移
築
し
、
避

難
所
等
に
活
用
す
る
考
え

及
び
、
校
庭
の
排
水
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

近
年
多
発
し
て
い

る
大
型
台
風
や
局
地

的
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
、

そ
れ
に
伴
う
停
電
な
ど
に

対
す
る
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
上
下
水
道
施

設
の
現
状
と
浸
水
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

先
進
自
治
体
を
参
考

空
き
ス
ペ
ー
ス
検
討

肯
定
的
意
見
が
多
数

今
後
事
業
者
と
協
議

資
料
保
管
ス
ペ
ー
ス

費
用
面
も
含
め
検
討

想
定
区
域
内
に
複
数

有
効
的
な
対
策
実
施

の
設
備
が
、
中
津
浄
水
場
で

は
一
部
の
設
備
が
浸
水
の
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
ま
ず
戸
倉
浄
水
場
の

対
策
工
事
を
来
年
度
以
降
着

手
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
久
保
ポ
ン

プ
場
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

も
急
務
と
認
識
し
て
お
り
、

浸
水
想
定
区
域
図
等
の
資
料

に
基
づ
き
、
浸
水
か
ら
ポ
ン

プ
場
を
守
る
た
め
の
有
効
的

な
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

各
老
人
セ
ン
タ
ー
と
諏
訪
老

人
い
こ
い
の
家
に
つ
い
て

阿部　隆之  議員

小島　総一郎 議員

新たな財源確保
行政財産の貸付

要望が多い商業施設や診療所のバスルートの充実

浸水対策が急がれる戸倉浄水場

　

少
子
高
齢
化
に
よ

る
税
収
減
少
、
ま
た

年
々
増
加
す
る
社
会
保
障

関
係
経
費
な
ど
に
備
え
、

新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、

行
政
財
産
の
余
裕
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
貸
し
付
け
る
こ

と
で
、
町
の
財
源
確
保
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

循
環
バ
ス
再
編
運
行
検
討
事
業

可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ
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町
長　

公
共
施
設
の
立
地
環

境
や
規
模
、
来
客
数
な
ど
か

ら
民
間
事
業
者
が
広
告
料
負

担
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
も
民
間
事
業
者

と
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、

本
町
の
現
状
で
は
広
告
主
と

町
側
に
も
費
用
負
担
が
生
じ

る
な
ど
設
置
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

町
長　

町
で
は
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育

成
を
図
る
た
め
に
、
防
災
士

の
資
格
取
得
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
住
ま
い

の
方
が
地
域
で
起
こ
り
得
る

災
害
や
避
難
経
路
な
ど
に
つ

い
て
、
共
に
話
し
合
う
こ
と

が
地
域
全
体
の
防
災
力
を
高

め
、
地
域
の
絆
も
深
ま
る
も

の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
地
区

防
災
計
画
の
必
要
性
の
周
知

に
合
わ
せ
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
を
整
備
し
、
計
画
立
案
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

看
板
に
つ
い
て

町
長　

資
材
置
場
な
ど
の
土

地
利
用
は
、
景
観
法
や
自
治

基
本
条
例
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
協
定
な
ど
で
規
制
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
私
権
に
新

た
な
制
限
を
加
え
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
地
権
者
な
ど
関

係
者
の
共
通
認
識
に
よ
る
合

意
形
成
と
、
景
観
の
維
持
・

向
上
に
関
す
る
町
民
皆
さ
ん

の
機
運
の
高
ま
り
が
肝
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
長　

町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
課
題
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
効
果
的
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

　

広
告
事
業
に
よ
る

新
た
な
自
主
財
源
確

保
の
た
め
、
広
告
付
き
動

画
モ
ニ
タ
ー
等
の
公
共
施

設
へ
の
導
入
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

問

　

昨
年
の
３
月
議
会

で
、
地
区
の
住
民
が

主
体
と
な
り
具
体
的
な
避

難
方
法
な
ど
を
策
定
す
る

「
地
区
防
災
計
画
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

居
住
環
境
に
資
材

置
場
等
が
散
見
さ
れ

る
現
状
へ
の
認
識
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

問

　

自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
の
手
で
つ

く
る
と
い
う
気
持
ち
は
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、住
民
提
案
型
・

行
政
提
案
型
協
働
事
業
の

実
績
及
び
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

地
区
防
災
計
画
の
進
捗
状
況

立
地
条
件
費
生
ず

現
在
設
置
は
困
難

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

計
画
立
案
等
の
支
援

法
・
協
定
で
規
制
可

機
運
の
高
ま
り
肝
要

12
件
の
事
業
を
実
施

ア
イ
デ
ア
活
か
し
推
進

佐藤　りえ  議員

佐藤　　茂  議員

役場に設置されている広告付き案内板

「
住
民
提
案
型
・
行
政
提
案
型
協
働
事
業
」

 

実
績
及
び
今
後
の
取
り
組
み

る
こ
と
を
目
的
に
、
住
民
活

動
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
事

業
を
実
施
す
る
提
案
型
協
同

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
合
計
12
件
の
事
業
を

実
施
し
、
こ
の
う
ち
５
件
は

本
年
度
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
事
業
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
団
体
と
の
協
議
を

重
ね
、
幅
広
い
分
野
で
多
く

の
住
民
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
制
度
の
周
知
に
努

め
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
活
か

し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 行政との協働で整備

「広告付き動画モニター」

公共施設へ導入
自主財源の確保

資材置場が散見
居住環境の現状

令和2年2月15日 可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ
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高齢移動ニーズ
買い物弱者対策

公
共
工
事
発
注
の
平
準
化

バ
ス
利
用
難
し
い
方
へ
の
支
援

町
長　

公
民
館
２
カ
所
を
増

設
し
た
と
こ
ろ
、
前
回
の
選

挙
よ
り
９
１
４
人
増
え
た
こ

と
か
ら
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

投
票
所
の
増
設
等
は
、
地

域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
総
体
的
に
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

本
町
で
は
令
和
４
年

度
ま
で
の
取
り
組
み
の
基
本

的
な
方
針
を
定
め
、
平
準
化

グ
ラ
フ
作
成
ツ
ー
ル
の
活
用

と
工
事
発
注
時
期
の
詳
細
な

公
表
、
建
設
業
者
と
の
災
害

協
定
の
実
効
性
確
保
に
か
か

わ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
公
共
工
事
発
注
の

平
準
化
を
は
じ
め
と
し
て
、

地
元
の
建
設
事
業
者
の
経

営
、
人
材
確
保
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長　

運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
事
業
な
ど
の
意
向
調
査

も
踏
ま
え
た
中
で
、
本
町
に

お
け
る
買
い
物
弱
者
の
課
題

把
握
と
、
ニ
ー
ズ
の
分
析
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

町
長　

さ
ら
に
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
交
通
支
援
方
策
の

重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
く
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町

内
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
ル
ー
ト
案
等
の
改
善

方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
る
と
、
公
助
に
は
限
り

も
あ
り
、
将
来
的
に
は
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
住

民
主
体
の
活
動
に
よ
る
外
出

支
援
な
ど
、
自
助
、
共
助
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害

の
対
策
に
は
地
域
の

建
設
土
木
事
業
者
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

　

公
共
工
事
を
平
準
化
す

る
こ
と
で
、
労
働
者
は
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕

事
が
で
き
、
計
画
的
な
休

日
取
得
な
ど
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

担
い
手
の
確
保
等
に
も

有
効
と
考
え
ま
す
が
、
公

共
工
事
の
平
準
化
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

　

高
齢
者
の
方
々
が

町
内
地
域
を
移
動
で

き
る
交
通
手
段
を
地
域
住

民
と
と
も
に
考
え
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
課
題
で
あ
る

買
い
物
弱
者
へ
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

　

高
齢
者
の
交
通
支

援
に
つ
い
て
は
、
か

な
ち
ゃ
ん
手
形
購
入
助
成

券
の
導
入
な
ど
、
様
々
な

支
援
を
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
歩

行
が
困
難
な
ど
の
理
由
か

ら
、
バ
ス
の
利
用
が
難
し

い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
が
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
交

通
手
段
の
確
保
及
び
、
町

内
循
環
バ
ス
の
利
用
が
難

し
い
方
へ
の
支
援
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

井出　一己  議員

木下　眞樹子 議員

期日前投票所として増設した
ラビンプラザ

買い物弱者対策として
期待される町内循環バス

　

令
和
元
年
10
月
の

町
議
会
選
挙
か
ら
、

期
日
前
投
票
所
が
増
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果

及
び
、
新
た
な
投
票
所
の

増
設
・
移
設
に
つ
い
て
考

え
を
伺
い
ま
す
。

問約
９
０
０
人
の
増
加

公
民
館
２
ヶ
所
増
設

基
本
的
方
針
定
め
る

地
元
事
業
者
に
配
慮

意
向
調
査
を
踏
ま
え

課
題
把
握
に
努
め
る

新
ル
ー
ト
の
検
討

自
助
共
助
の
研
究

「 期 日 前 投 票 制 度 」

増設をした効果
新たな投票所は

可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ



子
ど
も
議
会
で
実
現
し
た
提
案

教
育
長　

本
町
で
は
、
身
近

な
人
や
場
所
に
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
な
活
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
を
通
じ
て
、

児
童
・
生
徒
が
、
将
来
主
体

的
に
社
会
参
画
で
き
る
力
の

育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長　

前
回
は
、「
住
み

続
け
た
い
愛
川
町
に
す
る
に

は
？
夢
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
行
い
ま
し
た
。
温
か
い

中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け

た
準
備
や
、
職
業
体
験
を
通

じ
て
社
会
の
仕
組
み
が
学
べ

る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
さ
ら

に
は
町
外
へ
の
観
光
情
報
の

発
信
等
、
交
通
環
境
の
充
実

と
し
て
、
新
た
な
バ
ス
路
線

の
検
討
な
ど
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
提
案
の
あ
っ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
本
町
で
は
、
小
中

学
生
と
愛
川
高
校
生

を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も

議
会
」
が
隔
年
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
て
実
現
し

た
も
の
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問

熊坂　崇徳  議員

若者の低投票率
小中の政治教育

多くの提案があった前回の子ども議会

　
本
町
に
お
け
る
選

挙
の
投
票
率
は
、
30

歳
代
ま
で
が
特
に
低
く
、

若
者
に
対
す
る
政
治
教
育

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
小
中
学
生

の
政
治
教
育
に
対
す
る
考

え
を
伺
い
ま
す
。

問身
近
な
親
し
み
持
ち

社
会
参
画
力
育
成
を

給
食
や
交
通
環
境
等

お
お
む
ね
取
り
組
む

　

12
月
17
日
の
本
会
議
で
は
、

議
案
に
対
し
、
鈴
木
議
員
、

佐
藤
り
え
議
員
、
木
下
議
員
、

小
林
議
員
、
熊
坂
議
員
が
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
条
例
議
案
】

・
本
町
に
お
け
る
採
用
の
見

通
し
に
つ
い
て

【
補
正
予
算
議
案
】

・
資
機
材
の
選
定
理
由
に
つ

い
て

・
増
額
の
詳
細
に
つ
い
て

・
雨
漏
り
修
繕
工
事
の
詳
細

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

個
人
総
括
質
疑

愛
川
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

防
災
資
機
材
整
備
事
業
費

増
額

外
国
籍
住
民
相
談
管
理
経

費
増
額

学
校
施
設
整
備
事
業
費
増
額

請
願
・
陳
情
の
ゆ
く
え

件名 請願者 付託先 審査結果

所得税法第５６条廃止の意見書を国に提出することを
求める請願書

厚木市元町８－２２
厚木民主商工会婦人部
代表　中山　光子

総務建設 不採択

件名 陳情者 付託先 審査結果

愛川町　観光・産業連携拠点づくり事業基本計画の
見直し案の撤回を求める陳情

東京都八王子市
谷野町７１９－７２７
陳情代表者　小島　淳

－ 机上配付

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める
陳情

横浜市中区桜木町３－９　横浜平和と労働会館４階
神奈川私学助成をすすめる会
代表　長谷川　正利

教育民生 趣旨了承

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を
求める陳情

横浜市中区桜木町３－９　横浜平和と労働会館４階
神奈川私学助成をすすめる会
代表　長谷川　正利

教育民生 趣旨了承

安全・安心の医療・介護の実現のため夜勤改善と大
幅増員を求める陳情

横浜市中区桜木町３－９－３階
神奈川県医療労働組合連合会
執行委員長　古岡　孝広

教育民生 趣旨了承

介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国に
対し意見書の提出を求める陳情

横浜市中区桜木町３－９－３階
神奈川県医療労働組合連合会
執行委員長　古岡　孝広

教育民生 趣旨了承

請願

陳情
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町
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
に
規
定
す
る
議
会
の
責

務
を
果
た
し
、
真
に
町
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
、
よ
り
実

現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
議

会
の
あ
り
方
や
運
営
方
法
な

ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
「
議

会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
」

を
12
月
17
日
の
定
例
会
最
終

日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
の
調
査
状

況
は
、
今
後
議
会
だ
よ
り
に

随
時
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補

充
員
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
に
お
い
て

選
挙
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
１
月
９
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

政
治
及
び
選
挙
に
関
し
公
正

な
識
見
を
有
す
る
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
今
後
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
及

び
職
務
代
理
者
が
決
定
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
選
挙
管
理
委
員

　
　

村
中　
　

修　

氏

　
　

花
上　

政
樹　

氏

　
　

神
嵜　

孝
雄　

氏

　
　

佐
藤　

憲
司　

氏

■
同
補
充
員

　
　

平
本
久
美
子　

氏

　
　

熊
坂　

弘
久　

氏

　
　

小
中
原
守
彦　

氏

　
　

平
山　

裕
子　

氏

　

井
上
副
議
長
が
、
議
会
議

員
と
し
て
通
算
30
年
以
上
在

職
し
、
地
域
社
会
の
振
興
発

展
及
び
住
民
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
令
和

元
年
11
月
13
日
に
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
に
、
Ｎ
ｅ
ｔ
１

１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設

備
購
入
費
、
内
陸
工
業
団
地

第
２
号
公
園
ト
イ
レ
改
修
工

事
等
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
就
労
支
援
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業

費
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
設
置

議会改革推進特別委員会委員

委 員 長 渡辺　　基

副委員長 鈴木　信一

委　　員 岸上　敦子

委　　員 茅　　孝之

委　　員 阿部　隆之

委　　員 佐藤　りえ

委　　員 玉利　　優

委　　員 小林　敬子

※ほかに、正副議長がオブザーバーとして参加

　

１
月
24
日
に
、
青
少
年
広

場
等
健
康
遊
具
設
置
工
事
、

第
１
号
公
園
体
育
館
会
議
室

エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
推
進
事
業
、
特
殊
詐
欺

防
止
対
策
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
１
月
所
管
事
務
調
査

　
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
行
政
が
行
う
事
務

が
専
門
化
し
て
い
る
な
か
、
常
任
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
所
管
事
務

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

愛
川
町
選
挙
管
理
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た

井
上
副
議
長
が

受　
賞

前期の委員会のようす

Net119緊急通報システムを調査

大塚児童館の健康遊具設置工事を調査

井上副議長馬場議長から伝達

第164号（　）11可
決
議
案
の
内
容

会
派
議
決
一
覧
表

一

般

質

問

個
人
総
括
質
疑

委

員

会

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

そ
の
他
お
知
ら
せ

一

般

質

問



普通
63.5%

読みやすい
16.5%

読みづらい
0.9%

未記入
19.1%

一般質問
23.6%

その他
14%

会派議決
一覧表
8.1%

意見書・要望書
の提出
9%

総括質疑
12.4% 可決議案の内容

16.1%

会派代表
質問・質疑
16.8%

読まない
12.2%

毎回
読んでいる
64.4%

時々
読んでいる
21.7%

未記入
1.7%

議会だより・議会に関するアンケートの結果
令和元年に開催した４回の議会定例会を傍聴された方や、議会との意見交換会に参加さ
れた方に「議会だより」についてアンケートをお願いし、延べ115人の方から貴重なご
意見等をいただきました。ご協力ありがとうございました。

「議会だよりあいかわ」を
読んだことがありますか？

主にどの記事を
読んでいますか？

紙面のレイアウト（構成）
について

○取り上げてほしい記事やレイアウト・企画などに関するご意見

・写真などたくさん載っていて分かりやすいです。中学校給食、今後も注目しています。
・小学校の娘と一緒に読んでいますが、「ふりがな」が付いていると1人でも読めるかなと思いました。
・行政の「プロ」である職員よりも、心の通じる議会の「プロ」になってほしいです。それが、若者の
政治への関心を高めるのではないでしょうか。

・空き家対策の取り上げが少ない。利用法等、移住者推進対策について掲載してほしい。
・行政視察で報告書が提出されたが、視察での意見を聞きたかった。
・毎回、議員さんの特集（女性・男性・議員年数等で分ける）を組んで、仕事や意外な一面を知りたい
なと思います。

・人生100歳時代を迎え、老人も増加の一途をたどっています。老人が笑って暮らせる行政をお願いし
ます。それには落語などの寄席を月１回程度開催していただければと思います。予算もそれほどかか
らず、老人も喜ぶことと思います。
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■
神
奈
川
県
町
村
議
会
議
員

研
修
会

　

令
和
元
年
11
月
21
日
に
山

北
町
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
神
奈
川
県
町
村

議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師

清
水
寺
貫
主

　
　
　
　

 

森　
　

清
範  

氏

研
修
テ
ー
マ

「
清
水
の
舞
台
か
ら
」

視
察
日

　

令
和
元
年
11
月
22
日

来
町
者

　

町
民
建
設

　
　
　
　

経
済
常
任
委
員
会

　

池
田　

る
み　

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
９
名

視
察
内
容

・
紙
類
再
資
源
化
事
業

・
剪
定
枝
等
の
資
源
化

・
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
助
成 

視
察
日

　

令
和
元
年
11
月
27
日

来
町
者

　

総
務
産
業

　
　
　
　

建
設
常
任
委
員
会

　

小
山　

久
利　

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
５
名

視
察
内
容

・
地
場
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況

・
有
害
鳥
獣
対
策　

　

令
和
元
年
10
月
26
日
に
行

わ
れ
た
第
３
回
宮
ヶ
瀬
ダ
ム

ナ
イ
ト
放
流
に
、
神
奈
川
県

町
村
議
会
議
長
会
の
方
々
を

招
待
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
の

概
要
説
明
を
受
け
、
ダ
ム
堤

体
内
部
の
見
学
、
ナ
イ
ト
放

流
を
観
覧
し
た
の
ち
、
情
報

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
１
月
６
日
付
で
、

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
委
員

に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

【
変
更
前
】

　
　
　

井
上　

博
明　

委
員

【
変
更
後
】

　
　
　

鈴
木　

信
一　

委
員

　

前
号
の
議
会
ク
イ
ズ
の

正
解
と
当
選
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
正
解
〉

　

問
１ 

‐ 

②
住
民
票

な
ど
に
旧
氏
の
併
記
が

可
能
と
な
っ
た
か
ら

　

問
２ 

‐ 

②
５
か
所

　

問
３ 

‐ 

③
77
万
円

〈
当
選
者
〉

　
　

森
﨑　

香
織　

様

　
　

榎
本　

明
美　

様

　
　

脇
嶋　

真
二　

様

　

議
会
だ
よ
り
は
、
愛

川
町
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
か
え
で

の
会
」
の
ご
協
力
に
よ

り
、
視
覚
障
が
い
者
用

に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

℡
０
４
６
‐
２
８
５
‐

２
１
１
１

　
　
（
内
線
３
７
９
２
）

　

次
回
、
３
月
定
例
会
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
会
議
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
開

会
し
ま
す
。
ま
た
、
本
定
例

会
の
運
営
を
協
議
す
る
議
会

運
営
委
員
会
は
、
２
月
21
日

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

長
野
県
御み

よ

た
代
田
町

群
馬
県
榛し

ん
と
う東

村

第
13
回
議
会
ク
イ
ズ

の
答
え
と
当
選
者

議
員
研
修
会

宮
ヶ
瀬
ダ
ム
ナ
イ
ト

放
流
に
神
奈
川
県
町
村

議
会
議
長
会
を
招
待

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
の
変
更
に
つ
い
て

令和２年第１回３月定例会日程（予定）
月 日 曜 会議名

3

2 月 本会議
（施政方針・提出議案の説明）

4 水 本会議（一般質問）
5 木 本会議（一般質問）

10 火 本会議
（個人総括質疑・会派代表質問）

12 木 総務建設常任委員会
教育民生常任委員会

16 月 総務建設常任委員会
17 火 教育民生常任委員会
18 水 総務建設常任委員会
23 月 教育民生常任委員会
27 金 本会議（委員長報告・討論・採決）

「
今
年
を
象
徴
す
る
漢
字
」

で
有
名
な
森　

清
範
氏

次
回
定
例
会
の

お
知
ら
せ
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第164号

　
本
号
は
、
昨
年
10
月
に
行

わ
れ
た
愛
川
町
議
会
議
員
選

挙
後
、
新
た
な
議
員
構
成
で

行
わ
れ
た
初
め
て
の
定
例
会

後
に
発
行
す
る
議
会
だ
よ
り

に
な
り
ま
す
。
特
に
一
般
質

問
は
13
名
の
議
員
が
実
施
し

て
お
り
、
各
議
員
の
考
え
が

反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
今
後
は
町
民
や
各
種
団
体

と
の
意
見
交
換
を
は
じ
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
ア

ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
も
企
画
し
、
よ
り
開
か

れ
た
議
会
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
阿
部
　
隆
之

副
委
員
長
　
　
小
林
　
敬
子

委
　 

員
　
　
岸
上
　
敦
子

委
　 

員
　
　
茅
　
　
孝
之

委
　 

員
　
　
鈴
木
　
信
一

委
　 

員
　
　
佐
藤
　
り
え

委
　 

員
　
　
玉
利
　
　
優 

委
　 

員
　
　
熊
坂
　
崇
徳

委
　 

員
　
　
木
下
眞
樹
子

委
　 

員
　
　
山
中
　
正
樹

第14 回 議会クイズ
問１　議会だよりの表紙、一番下に「愛川町議会のＨＰも是非ごらんください。」
　　　と書かれている左の四角いコードの名称はどれでしょうか？
　　　①ＰＲコード　　　②バーコード　　　③ＱＲコード
　
問２　常任委員会１月所管事務調査で、「若者就労支援インターンシップ支援事業費」
　　　等について説明をうけた委員会は、どの委員会でしょうか？
　　　①総務建設常任委員会　②教育民生常任委員会　③広報広聴常任委員会

問３　�今年も町民と議会との意見交換会を実施します。開催日はいつでしょうか？
　　　①令和2年4月15日　②令和2年5月15日　③令和2年6月15日

≪応募方法≫　�町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また、必ず議会だよりの�
感想等をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。

≪しめきり≫　3月2日（月）（郵送の場合は当日消印有効）
≪あ て 先≫　�●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２　角田２５１－１　議会事務局�

●FAXの場合　　　　０４６－２８６－５０２１�
●電子メールの場合　gikai＠town.aikawa.kanagawa.jp　　　☆正解と当選者は次号で発表します。 あいちゃん

Ⓒ愛川町

この議会だよりの中に答えが
ありますので、最初から最後
までよく読んでみてください。
正解者の中から抽選で３名の
方に、商品券をお贈りします。

日時　令和２年５月15日（金）
　　　午後７時
場所　愛川町文化会館 ３階会議室

町民の皆さんとの
意見交換会を実施します

今回はこれまでと実施方法を変更し、より多く
の意見交換ができるような工夫をする予定です。
多くの方のご参加をお待ちしています。昨年もたくさんの方にお越しいただきました

　町議会では、議会基本条例に基づき、「広く町
民の声を聴く議会」「町民とともに歩む議会」「町
民参加を基本とする開かれた議会」を目指し、今
年も町民と議会との意見交換会を次の日程で実施
します。多くの方の参加をお待ちしています。
　なお、意見交換会のテーマは今後、議会ホーム
ページなどでお知らせします。

14令和2年2月15日 （　）
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